
朝来市成年後見制度利用支援事業に関する事務取扱要領 

 

（趣旨） 

第１条 この要領は、朝来市成年後見制度利用支援事業実施要綱（以下、「要綱」

という。）第９条に基づき、市長が行う審判請求費用及び成年後見、保佐人又

は補助人に対する報酬の助成事務について、必要な事項を定めるものとする。 

（用語の定義） 

第２条 この要領において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定める

ところによる。 

(１) 被後見人等の資産 後見人等が家庭裁判所に後見等事務報告・報酬付与 

申立てを行ったときに提出した、被後見人等の「財産目録」上の現金、預貯金

等の金額をいう。 

(２) 被後見人等の生活費 後見人等が家庭裁判所に後見等事務報告・報酬付 

与申立てを行ったときに提出した、被後見人等の「収支報告書」に記載の定期

的な支出の金額をいう。 

（助成額の決定） 

第３条 助成額は、被後見人等の資産から、今後必要となる被後見人等の生活費

を確保した上で、報酬審判額に不足する額又は、助要綱第３条第２項に規定し

ている助成上限額のうち、少ないほうの金額を助成する。 

 

附 則 

この要領は、平成31年１月１日から施行する。 

この要領は、令和７年12月18日に改正し、令和８年1月1日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 


